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多

少

主要国の国内余剰資金
日　　本
（10年末） 2５1兆49５0億円

中　　国
（09年末） 167兆7278億円

ド　イ　ツ
（10年末） 114兆1720億円

ス　イ　ス
（10年末） 64兆4５70億円

ロ　シ　ア
（09年末） 10兆898５億円

カ　ナ　ダ
（10年末）－21兆43５2億円

イギリス
（10年末）－24兆５499億円

イタリア
（10年末）－28兆8５26億円

フランス
（09年末） －29兆84５億円

アメリカ
（09年末）－2５2兆419億円

出所：�財務省「本邦対外
　　　資産負債残高」　

　

歴
史
上
の
人

物
で
人
気
者
は

日
本
で
は
坂
本

竜
馬
や
織
田
信

長
。
世
界
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

や
カ
エ
サ
ル
。
架
空
の
人
物

で
は
光
源
氏
や
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク
・
ホ
ー
ム
ズ
あ
た
り
か
。

　

原
作
者
の
ド
イ
ル
で
な
く

ホ
ー
ム
ズ
の
フ
ァ
ン
・
ク
ラ

ブ
が
世
界
中
に
あ
り
、
有
名

な
作
家
の
多
く
が
ホ
ー
ム
ズ

物
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
や
ト
ラ
ヴ

ェ
ス
テ
ィ
を
発
表
し
、
出
版

さ
れ
た
り
翻
訳
さ
れ
た
り
す

る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

ホ
ー
ム
ズ
物
は
20
代
の
頃

ほ
と
ん
ど
読
ん
だ
の
で
、
パ

ロ
デ
ィ
ー
版
を
読
ん
で
み

た
。
作
者
は
面
白
が
っ
て
書

い
て
い
る
が
読
む
方
は
何
て

こ
と
な
い
ジ
ャ
ン
ク
情
報
で

駄
洒
落
の
類
い
で
あ
る
。

　

新
聞
が
発
す
る
情
報
の
価

値
や
コ
ン
セ
プ
ト
は
多
様

で
、
平
和
憲
法
と
国
民
生
活

を
守
る
姿
勢
は
重
要
で
あ

る
。
ま
た
他
紙
と
競
合
し
娯

楽
性
や
読
者
の
受
け
も
無
視

で
き
な
い
。

　

組
織
の
機
関
紙
は
さ
ら
に

会
員
と
執
行
部
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
も
担

う
。
会
員
の
自
由
な
情
報
発

信
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
る
。

会
員
参
加
が
少
な
く
な
け
れ

ば
上
位
下
達
の
垂
れ
流
し
に

陥
っ
て
し
ま
う
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

消費増税でも財政難深刻化
原因は大型公共事業と異常な大企業減税

サマーセミナー2012

　

協
会
は
、
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
８

月
26
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
。
原
発
事
故
に

よ
る
内
部
被
曝
の
問
題
と
、
大
阪
維
新
の
会
の

「
都
構
想
」
が
テ
ー
マ
。
戸
井
逸
美
政
策
部
長
が

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

戸
井
政
策
部
長
が
呼
び
か
け

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
２消

費
税
増
税
法
案
を
強
行
採
決

８
月
26
日（
日
）開
く

民
自
公
の
談
合
に
批
判
高
ま
る

◆午前の部（10：00～12：00）
　�「ひろがる内部被曝～政府のウソと
私たちにできること」（仮）

　講師：矢ケ﨑克馬氏
　　　　（琉球大学名誉教授）

８月26日（日）／Ｍ＆Ｄホール

◆午後の部（13：00～15：30）
　�「橋下・維新の会が狙う都構想と道
州制」

　講師：森裕之氏（立命館大学教授）

※会員無料
※�午前・午後通しで参加の先生には、
昼食（弁当）をご用意します

焦
点清

家
裕
税
理
士
に
聞
く
②

消
費
税
を
な
く
す
大
阪
の
会
常
任
世
話
人

　

い
ま
だ
続
く
福
島
第
一
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

の
問
題
や
、
橋
下
徹
大
阪
市

長
が
進
め
る
「
都
構
想
」
な

ど
、
先
の
見
通
し
不
安
や
不

信
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
内
部

被
曝
に
よ
る
健
康
被
害
と
大

阪
維
新
の
会
の
狙
い
に
つ
い

て
、
政
府
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
の
情
報
に
左
右
さ
れ
ず
、

テ
ー
マ
と
問
題
点
を
会
員
の

先
生
方
と
共
有
し
、
考
察
の

一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
、
企

画
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
内
部
被

曝
問
題
の
第
一
人
者
・
矢
ケ

﨑
克
馬
氏
（
琉
球
大
学
名
誉

教
授
）
を
講
師
に
、
放
射
性

物
質
の
影
響
に
つ
い
て
講
演

し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
で
大
量
に

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に

よ
る
健
康
被
害
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
政
府
や
マ
ス
コ

ミ
が
流
す
情
報
へ
の
不
信
感

が
増
す
な
か
、「
内
部
被
曝

の
影
響
は
？
」「
が
れ
き
の

広
域
処
理
で
放
射
性
物
質
が

拡
散
す
る
？
」
な
ど
の
疑
問

に
も
答
え
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
国
民
の
声
を
無

視
し
、
足
早
に
大
飯
原
発
の

再
稼
働
を
決
定
し
ま
し
た
。

矢
ケ
﨑
氏
の
講
演
を
通
じ

て
、
い
ま
、
私
た
ち
に
は
何

が
で
き
、
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
、
行
動
の
一
歩
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

午
後
の
部
で
は
、
森
裕
之

氏
（
立
命
館
大
学
教
授
）
に

「
橋
下
・
維
新
の
会
が
狙
う

都
構
想
と
道
州
制
」
の
テ
ー

マ
で
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

橋
下
氏
が
最
終
的
に
目
指

し
て
い
る
の
は
、
次
期
衆
院

選
の
公
約
「
維
新
八
策
」
で

も
示
し
て
い
る
「
道
州
制
」

で
す
。
森
氏
は
、
道
州
制
の

実
態
は
「
経
済
成
長
」
を
優

先
す
る
た
め
の
統
治
機
構
づ

く
り
に
他
な
ら
な
い
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

　

橋
下
氏
は
、
統
治
機
構
の

改
編
が
ど
の
よ
う
に
市
民
の

暮
ら
し
に
つ
な
が
る
の
か
は

ひ
た
隠
し
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
市
政
改
革
プ
ラ

ン
」
で
打
ち
出
し
た
の
は
市

民
施
策
の
切
り
捨
て
で
し

た
。
住
民
不
在
の
「
改
革
」

が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
医
療
・

福
祉
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

脱
原
発
運
動
、
地
域
循
環

型
経
済
…
。
い
ま
全
国
で
は

上
か
ら
の
統
治
で
は
な
く
、

下
か
ら
の
地
域
協
同
に
よ
る

社
会
経
済
づ
く
り
が
支
持
を

集
め
始
め
て
い
ま
す
。
大
阪

の
再
生
に
向
け
て
目
指
す
べ

き
方
向
を
考
え
ま
す
。

　

会
員
の
先
生
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
を
引
き
上
げ
、
社

会
保
障
を
抑
制
す
る
「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
関

連
法
案
が
６
月
26
日
、
衆
院

本
会
議
で
民
主
・
自
民
・
公

明
な
ど
の
〝
大
連
立
〟
に
よ

る
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、

参
院
に
送
ら
れ
た
。
民
自
公

の
密
室
の
「
談
合
政
治
」

で
、
十
分
な
論
議
な
く
採
決

を
強
行
し
た
こ
と
に
、
国
民

の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

「
一
体
改
革
」
関
連
法
案

で
は
、
消
費
税
率
を
２
０
１

４
年
４
月
に
８
％
、
15
年
10

月
に
10
％
に
引
き
上
げ
る
。

一
方
、
野
田
政
権
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
や
最

低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
な

ど
、
社
会
保
障
改
善
の
主
要

公
約
の
ほ
と
ん
ど
を
先
送

り
。
３
党
が
密
室
で
決
め
た

関
連
８
法
案
を
わ
ず
か
13
時

間
の
審
議
で
採
決
し
た
。

　

消
費
税
増
税
法
案
に
は
、

共
産
・
社
民
・
新
党
き
づ
な

・
み
ん
な
の
党
が
反
対
し

た
。
民
主
か
ら
も
57
人
が
反

対
に
回
り
、
16
人
が
欠
席
・

棄
権
し
た
。

　

民
主
党
は
09
年
の
衆
院
選

で
、「
任
期
中
は
消
費
税
増

税
し
な
い
。
増
税
論
議
も
し

な
い
」
こ
と
を
訴
え
て
政
権

交
代
を
果
た
し
た
が
、
３
年

経
た
ず
に
公
約
を
覆
し
た
。

　

各
紙
世
論
調
査
で
は
、
消

費
税
増
税
法
案
に
は
、
国
民

の
５
割
超
が
反
対
し
、
今
国

会
で
の
採
決
に
は
７
割
が
反

対
し
て
い
る
。

　

協
会
は
、
消
費
税
増
税
が

①
デ
フ
レ
化
で
の
増
税
は
景

気
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
、
財

政
再
建
を
困
難
に
す
る
②
生

活
費
の
負
担
増
に
よ
り
受
診

抑
制
が
深
刻
化
③
医
療
機
関

の「
損
税
」拡
大
―
―
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
参
院
で
の

廃
案
を
求
め
、
運
動
を
強
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

�

（
３
・
４
面
に
関
連
記
事
）

―
―
「
消
費
税
を
増
税
し
な

け
れ
ば
財
政
破
た
ん
す
る
」

と
い
う
主
張
ま
で
あ
る
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

　

日
本
の
財
政
状
況
を
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
で
み
る
と
、
資

産
９
７
０
兆
円
に
対
し
、
負

債
は
１
０
１
９
兆
円
と
均
衡

し
て
い
る
。
政
府
や
マ
ス
コ

ミ
は
借
金
だ
け
を
強
調
す
る

が
、
資
産
に
も
目
を
向
け
な

け
れ
ば
、
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
実
質
的

な
債
務
残
高
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
70
％
と
言
っ
て
い
る
専
門

家
も
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド

イ
ツ
よ
り
も
低
い
。
さ
ら

に
、
日
本
国
内
の
剰
余
金
は

２
５
１
兆
円
を
超
え
、
世
界

一
の
金
余
り
国
だ
。

　

政
府
は
、
財
政
赤
字
の
原

因
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま

ま
、
消
費
税
増
税
を
迫
っ
て

い
る
。
な
ぜ
１
０
０
０
兆
円

も
の
借
金
を
抱
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
社
会
保
障
費

が
増
え
て
き
た
こ
と
が
直
接

の
原
因
で
は
な
い
。

　

消
費
税
を
導
入
し
た
１
９

８
９
年
時
点
で
は
、
国
・
地

方
の
借
金
は
２
７
０
兆
円
程

度
だ
っ
た
。
当
時
も
財
政
再

建
と
社
会
保
障
の
財
源
確
保

を
掲
げ
、
消
費
税
の
導
入
を

決
め
た
。こ
の
20
年
間
、一
貫

し
て
借
金
は
増
え
続
け
て
い

る
。消
費
税
を
増
税
し
て
も
、

財
政
再
建
で
き
な
い
こ
と
は

歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。

―
―
財
政
悪
化
の
原
因
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。

　

一
つ
は
、
90
年
代
以
降
の

大
型
公
共
事
業
へ
の
支
出

だ
。
年
間
50
兆
円
を
超
え
る

年
も
あ
る
。
赤
字
国
債
に
手

を
染
め
て
ま
で
大
型
開
発
を

繰
り
返
し
た
。も
う
一
つ
は
、

大
企
業
・
大
資
産
家
向
け
の

異
常
な
減
税
だ
。
今
の
税
収

を
90
年
と
比
較
す
る
と
、
法

人
税
マ
イ
ナ
ス
10
・
６
兆

円
、
所
得
税
マ
イ
ナ
ス
12
・

５
兆
円
、
消
費
税
プ
ラ
ス
５

・
６
兆
円
と
な
り
、
17
・
５

兆
円
も
税
収
が
落
ち
込
ん
で

い
る
。
税
収
も
な
い
の
に
、

大
型
公
共
事
業
に
お
金
を
つ

ぎ
込
ん
で
き
た
こ
と
が
財
政

悪
化
の
一
番
の
原
因
だ
。

　

八
ツ
場
ダ
ム
や
新
名
神
高

速
道
路
な
ど
、
政
府
は
ま
た

も
や
巨
大
開
発
に
手
を
付
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
を
解
決
し
な
い
限
り
、
財

政
は
好
転
し
な
い
。

―
―
大
型
公
共
事
業
に
加

え
、
今
年
度
か
ら
法
人
税
も

減
税
し
た
が
。

　

政
府
は
、
震
災
復
興
を
口

実
に
国
民
の
所
得
税
を
25
年

間
に
わ
た
っ
て
２
・
１
％
引

き
上
げ
、
住
民
税
を
10
年
間

１
０
０
０
円
上
乗
せ
し
た
。

国
民
負
担
の
総
額
は
８
兆
円

だ
。
一
方
で
、
法
人
税
は
３

年
間
２
％
減
税
し
、
そ
の
後

は
５
％
減
税
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
25
年
間
の
減
税

総
額
は
18
兆
円
に
達
す
る
。

国
全
体
で
み
れ
ば
、
法
人
税

減
税
で
10
兆
円
足
り
な
く
な

っ
て
い
る
の
が
実
態
だ
。
政

府
は
、
消
費
税
大
増
税
で
穴

埋
め
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
が
国
民
の
望
む
政
治

な
の
か
と
言
い
た
い
。
消
費

税
増
税
は
、
国
民
に
と
っ
て

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。
消

費
税
で
得
を
す
る
の
は
、
財

界
・
大
企
業
だ
け
だ
。

�

（
つ
づ
く
）

（
聞
き
手

�

新
聞
部
・
伊
津
進
弘
）

内
部
被
曝
や
維
新「
改
革
」の
実
態
探
る
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